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は　じ　め　に
　幾人かの人間が多少とも互いに関係をもちなが
ら生活を営んでいるところでは，住民間に紛争を
生じたり，生活の平安を乱す者が現われる，民国
華北の村落もその例外ではない．単なる夫婦喧嘩
のようなものから殺人のような重大な犯罪に至る
まで，種々の紛争，犯罪が発生した．善良な村民が
村落構成員の多数を占めたと思われる華北農村に
於いて，殺人や放火のような村落の秩序を大きく
乱す凶悪な犯罪は極めて稀であったであろう．し
かし，時には起り得たそのような凶悪な犯罪から
小さなもめごとに至る種々の紛争，犯罪に対し村
民はどのような態度で対処したのだろうか．村落
の中で何らかの制裁，仲裁を行って，事件を村落
内で解決しようとしたであろうか．解決するため
に村落内には何らかの公的な組織があったであろ
うか．特にこの時代は各村落に青苗会とか村公会
のような公的性格を持つ組織が誕生して来たころ
である．それが村落内に発生した紛争，犯罪にど
のような態度を示したであろうか．村落内に起っ
た各種の紛争，犯罪をどのように処理していたか
を明らかにし，その過程に村民協同の要素がどの
程度あるかをみることにより，当時の華北村落の
集団性の存否，強弱を窺い得る．
　また，紛争，犯罪に対して国家はどのような態
度を取ったか．村落内に於ける紛争解決の活動と
国家との関わりありを考えれぽ，村落の自治の有
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無を明らかにし得る．本論文では，村落内で起っ
た紛争，犯罪に対する村民の対応を中心にその実
態の解明をめざす．そして，そのことによって，
村落の集団性の存否や自治の有無を考える手がか
りを得たい．
　史料として，戦前行なわれた華北農村慣行調査
の公刊資料を使う．その村落篇で扱われている
村落は河北省順義県沙井村，河北省簗城県寺北柴
村，山東省歴城県冷水溝荘，河北省昌黎県候家営，
河北省良郷県呉店村の六村である．この六村でな
された調査を材料にして考える1）．
第一章　官の処断に委ねる紛争，犯罪
　当時の華北村民の紛争，犯罪に対する対応は，
大きく三つの類型に分けられる．第一は村落内で
は解決しようとせず，国家の処理に委ねるもので
ある．第二は一応村落内で処理するけれども，そ
の自立的処理が成功しなけれぽ，国家の援助を乞
い，その処理に委ねるものである．第三は出来得
る限り村落内で処理しようとするが，その処理に
成功しなけれぽ村落としてはむしろ放任し，処理
を放棄するものである．具体的な紛争，犯罪の解
決がこの三つの処理方法のいずれによってなされ
るかはその紛争，犯罪の種類によって決まった．
そしてその決め方は国家や村落がその紛争，犯罪
をどのように把えていたかということと関わりを
もつ．国家や村落がその紛争，犯罪の落着にどの
程度利害と関心を持っていたかということと関係
する．まず第一の類型の処理からみていく．
　この処理類型を最も明解な史料で表わしている
のは候家営である2）．ここでは一定の重要な犯罪
は県に送って（送官），官の裁きに委ねた．この
ような犯罪として，まず殺人，放火がある．この
二つの犯罪は村落内で落着させることはできな
い．犯人に制裁を加えることなく，官に護送し官
の処断に委ねるべきものであった．傷害はその程
度によって扱いを異にする．大きな傷害事件は官
に送らねぽならない．しかし，小さな傷害事件は
村落内で仲裁により解決した．強姦はその被害者
により扱いが異なる．幼女や未亡人に対する強姦
犯人は送官したが，それ以外は村落の仲裁で解決
した．窃盗はその盗まれたものの量を基準として
大きな窃盗事件の犯人は県に送り，小さなものは
村で制裁した．このように犯罪の種類と態様，程
度によって送官するべき犯罪とそうではないもの
に分別したのである．具体的な事件に於いて送官
するか否かを最終的に決める権限は，村正，村副
が握っていたが，そこには村人誰もが考える分別
基準が存在していたといえよう．殺人，放火のよ
うな送官するべき犯罪は，国家の処断に委ねるべ
きであって，村落がそこまで立ち入ることは出来
ないと村人は考えていたといえる．同様の事象は
寺北柴村に於ける「村で私に裁判することはな
い．」3）という応答や，「大盗業は県公署へ報告す
るが小事件は村長が解決を計る．」4）という応答か
ら寺北柴村に於いても犯罪の重悪さを基準として
送官するべき犯罪とそうではないものを分別して
いたと推測できる．呉店村でも「頭から血を出す
ような争いのときは県に持出す．」5）とされ，犯罪
が一定の程度を越えると県の処断に委ねたことが
窺われる．
　このように華北の村落では，通常，ある限度を
越える凶悪な犯罪については県の処断に委ね，村
落はそこまで管掌しなかった．調査資料が示す送
官するべきとされる犯罪は，人命盗犯のような刑
事的事件が多い．このような犯罪を「重情」とし
て把え6），国法に委ねるべきだと考えていたので
あろう．しかし，傷害や窃盗のように，その程度
により扱いを異にするものがあったことからも明
らかなように，刑事的事件すべてを送官したわけ
ではなかった．ではそれらの紛争はどのようにし
て処理されたのであろうか．
第二章　村落内で制裁した紛争，犯罪
　　一国家権力を背景として一
　村落に於ける紛争，犯罪のうち，送官するべき
犯罪を除く紛争，犯罪は村落内で制裁，仲裁し得
た．制裁と仲裁を明確に区別することは困難であ
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るが，刑事的事件に対する取扱いは制裁と呼ぶに
ふさわしく，土地争い等の民事的事件は仲裁と呼
ぶにふさわしい事例が多かったであろう．そして
ここに述べる第二類型の処理は制裁と呼ぶにふさ
わしい．
　村落の中でいわぽ制裁により解決されていたも
のに，まず看青制度の下に於ける盗人の処理があ
る．看青は村落の零落が始まったころに，作物に
対する盗人を看視する組織として生まれた，始め
は私的性格が強い組織であったが，零落の程度の
増大につれて協同的要素（公的性格）を強めて来
た7）．このように，村落の零落と看青の公的性格
は対応する．それ故，現在それぞれの村の零落の
程度に応じて看青の形態は異なる．今でも私的性
格の強い看青組織を持つ村もあれぽ，公的色彩の
濃い組織を持つ村もある．そのように一様ではな
い看青組織において，作物に対する盗人をどのよ
うに処理したであろうか．
　候家営では8），盗人を捕えても看青的が処罰す
ることは出来ない．公会の世話人が処理する．軽
けれぽ殴るだけであるが，罰金を取ったり謝罪さ
せることもある．罰金は犯人の経済状態や犯行の
動機を闇酌して決めた．候家営の看青は全体とし
ては，村民の協同が極めて間接的でしかない私的
要素の濃い組織であったが，盗人の処理に関して
は公的色彩が強い．呉店村には9），盗人に対する
公議で決めた罰則がある．それによると盗人を捕
えた看青的は盗人を廟に連行し，公会の世話人に
引き渡さなければならない．処罰は世話人が相談
して決めた，処罰には，叱責・殴打・罰金があり，
その程度は犯人の貧富の別や盗みの動機により異
なる．沙井村1°），冷水溝荘1Dも盗人に対する処理
方法は候家営，呉店村と同様である．看青的による
私的制裁は許されない．村公所（荘公所）へ盗人
を連行し，村長（荘長）が会首等の意見を聞いた
上で処分した．
　以上みて来たように，この時代の華北農村に於
ける看青組織による盗人処罰は殆んど同様の手続
きを通して行なわれている．看青に対する村民協
同の程度は異っていても，盗人処理の方法は共通
している．村公所に連行し，村長が会首と相談し
て制裁方法を決めたのである．処罰の程度は盗人
の貧富の別や犯行の動機を考慮した．
　このようにして決定される処罰に服することが
多かったであろう．しかし，もし盗人が処罰に服
さぬ時には警察に連行し国家の処断に委ねた12）．
前章で一定限度の悪性を越える犯罪は村落の管掌
するところではなく，送官して官の処断に任せる
と述べた．一般的には送官するべき犯罪に含まれ
ない作物の窃盗という犯罪でも，その処罰の執行
が不可能なときは，国法の発動に委ねた．盗人を
官の権力を背景に処理していたといえる．結果的
には国家権力と共同して村落の秩序を保とうとし
たことになるであろう．それほど，このような紛
争・犯罪の解決に対する村落の利害や関心は高か
ったと言える．
　第二の処理類型のいわぽ代表例が看青組織下の
盗人処罰であった．この他にも作物窃盗と類似す
る紛争・犯罪，特に刑事的な事件はこのような処
理方法をとるものが多かったであろうと推測され
る．冷水溝荘で「普通の盗人がみつかったとき，
荘長が裁いて弁償させ，弁償せぬとき県に引渡
す．」13）とあるのはそれを示す．処罰は村長を中心
に幾人かが相談して決めている．国家権力を背景
にしている処も看青の例と全く同じである．候家
営でも第一の類型に入らない傷害事件等をこのよ
うに処理している14）．
第三章　村落内で仲裁した紛争・犯罪
　一国家権力の関知せぬ範囲内で一
　第一節　仲裁の手続き
　村落内に発生した紛争・犯罪に対する村落に於
ける処理の第三の類型は，村落内の処理に委ねら
れてはいるが前章のような処理とは若干異なる．
この類型に入る紛争は民事的な紛争と一・二章の
処理に含まれない軽微な刑事々件である．そして
第二の類型の処理が制裁と呼ぶにふさわしかった
のに比し，この処理は仲裁と呼ぶのが最もふさわ
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しい形態をとる．具体的にどのような紛争が」の
処理をとるか．最も多かったのは土地の境界争い
と分家に関する紛争である．特に分家争いは村民
にとっては重大なことであった15）．このように土
地をめぐる紛争の仲裁がこの類型では最も重要な
位置を占める．このことは調査された六村に共通
している．この他の紛争としては金銭をめぐる争
いがある．借金をして期限までに返さぬため喧嘩
になるのであろう16）．また，無駄話をしていて喧
嘩になったり，年長者に丁寧な言葉を使わぬため
に争うといった，物の言い方が悪いために争いと
なることもある17）．子供が原因の争いとか水争い
もあった18）．極めて小さいことでは夫婦喧嘩もこ
の仲裁の対象となる紛争に入る．微細な刑事事件
で第二類型の処理をするか第三類型の処理に委ね
られるかの境界は微妙であったであろう．
　これらの紛争をどのような手続きで処理した
か．紛争が起ってからそれを取り上げて仲裁し解
決させるまでの経過を順にみよう．
　紛争を仲裁で解決するために主導的役割を果た
すのは仲裁者である．この仲裁者になるのはどの
ような人物であろうか、仲裁者たり得る資格のよ
うなものはなかったか．
　沙井村では，村落で仲裁して解決される紛争を
その争いの程度により小事と大事にわけ，仲裁者
を異にした19）．夫婦喧嘩のような峻末な争いや日
常しばしぼ起る喧嘩の類の紛議は当事老の身辺に
いる人望家が仲裁した20）．このような小事は隣人
の誰でも仲裁し得たのである．隣間の制度があっ
たときは隣長が仲裁したし保甲制をとる現在は甲
長が仲裁したりする2ユ）．そのような役職に就いて
いれぽ紛争のとき，仲裁のために引き出されるこ
とも多かったのであろう．しかし，甲内の争い
は常に甲長が仲裁すると決まっている訳ではな
い22）．小事の仲裁は当事者のまわりにいる人望あ
る人間ならば誰でも良かった．小事に対して，大
きな争いは村長が仲裁する事が多い．土地や家屋
のように村民にとって重大な物件を争うようなと
きは，通常村長の仲裁に委ねられた．
　村長はまた小事の仲裁が不成功に終ったときの
仲裁も行った，紛争当事者の近隣の人望家に委ね
られた仲裁が不成功に終ると．近隣の別の人望家
に委ねられることもあった．しかし，それも成功
しないような場合，最後には村長が仲裁した2め．
小事は忙しい村長の手をわずらわさず25），近隣で
仲裁解決するのが一般的ではあったが，それで解
決不可能であれば村長のところに持ち出されたの
である．
　では，このように大事の仲裁や近隣に於いて解
決し得なかった小事の仲裁を委ねられる村長はど
のような資格で仲裁に当ったのか．村長の権限，
責任としてか．あるいは単なる個人としてであっ
たのであろうか．村落の集団性の強いところでは
村長の権限，責任として仲裁する傾向が強いであ
ろう．逆に集団性の微弱な村落では村長が仲裁す
ることが多いとしても，それは個人としてである
ことも多いであろう．村長による仲裁の性格を考
えるには，当時の沙井村の村長の性格をみること
が必要となる，当時，村長は村民によって選挙に
より選出されていた．選挙である以上，村民は村
長たるべき人物に一応の基準を与えていた．即
ち，村長は文字が読め，公共事務の処理能力を有
し，人格高尚な相当の資産家たることを要した26）．
この条件を満たす幾人かの村民の中から村長は選
ばれた．一方，当時の村民が仲裁者として望まし
いと考える人物はいかなる人物であったか．人望
あることが第一の条件であるが，その他に仲裁者
として能力ある人間を望んだ，即ち，仲裁経験が
豊富で弁舌のたつような人物である27）．当然，余
り若い人間は排除される28），そして当時の村落で
村長はこのような望ましき仲裁者の条件に最も叶
う人物であった．村長が大事，及び近隣で仲裁解
決できなかった小事の仲裁をする例が多かったの
は，村長としての権限，責任として行った側面も
あるであろうが，村の有能者として仲裁した面も
色濃い29）．このことはすべての大事が必ず村長の
仲裁に委ねられたわけではなく，相当の仲裁能力
と人望を有する村民，あるいは村以外の人物にさ
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え時には仲裁を乞うことがあったことからも推測
できる．ただ，事実上沙井村では村長が最も仲裁
者たるに適した人物であり，その結果村長に大事
の仲裁を委ねることが多く，やがてそれが慣習化
し，通常は村長が中心となって仲裁するようにな
っていったものと思われる⑯．村長の仲裁には村
長の権限，責任として行なうという公的側面と村
内の右能者という私的側面が混在した状態にあっ
たといえる．冷水溝荘では仲裁者は年高有徳の信
用ある一村民であったり，教員，荘長，保甲長で
あったりする31）．段における紛争は段の首事が仲
裁したし，甲内の争いは甲長が仲裁した32）。地方
が行うこともあった33）．物識りで能力のある人間
が仲裁したのである。しかし，この村でも事実上
口角打架のような小事は近隣の人望家の仲裁にま
ず委ねられることが多かった34）．そしてそれで解
決しないときは荘長の仲裁を乞う．このような情
況は沙井村と同様である．村長は仲裁をたのまれ
るといやでも出ていかねばならないという心理的
圧迫を感じるといわれる35）．村長は公的責任を感
じるのであろう．この村でも村長の仲裁には公的
側面と同時に人格者，能力者としての村長に仲裁
を乞うという私的側面がある．以上みて来たよう
な傾向は他の村でも大差ないであろうと推測され
る．即ち，小事は近隣の人望家が仲裁し，近隣で
仲裁不能の小事や大事は村長が仲裁者となること
が多かった．
　仲裁者に誰がなるかを考える際，家族，同族内
の紛争を家長，族長等が仲裁し族内で解決を計る
ことがなかったかをみなけれぽならない．華北に
は華中，華南程強固な同族結合は存在しなかった
といわれる．しかし，華北でも同族は自治的，互
助的活動を多少は行っていたであろう．特に家族
内，同族間の小さな日常的な喧嘩は族内で解決す
ることが多かったと思う36）．同族の間の紛争の中
では分家争いが最も重要である．分家争いは頻繁
に起ったらしい37）．では分家争いの仲裁を誰が行
ったか．特に族長がどの程度仲裁に関与したか．
分家争いの仲裁老についての沙井村村民の応答は
必しも画一的ではない．このことは村民の意識が
異っていることを示す．分家争いも族長に委ねる
という応答とむしろ族外者に仲裁を願うと述べる
応答がある38）．分家争いのような紛争を族長が仲
裁するのは公平を欠くと考えることもあったとい
えよう．公平な立場にあるべき仲裁者が自ら利害
関係のある紛議を裁くことは好ましくない．また
たとえそのような族長に仲裁を願っても結局解決
できないと考えて始めから族外の人望ある人物の
仲裁に委ねることも多かったのであろう89）．言葉
使いが悪いときや父母の言うことをきかないよう
な分家争い以外の場合には族長の裁きに委ねるこ
とが多かったであろうが4°），分家争いについては
むしろ他姓の公平な観点からの仲裁に委ねること
が少なくなかったと思われる．そして族内の仲裁
に委ねたにせよ，他姓の人望家に委ねたにせよそ
れで解決できないときは，村長の仲裁を願った41）．
冷水溝荘についても情況は同じようである42）．同
族内の争いを族内で解決するべきであるという考
えがないわけではない43）．しかし先述のように，
他姓の方が公平な観点から裁きうる利点を持
つ44）．族内解決を計っても成功しなけれぽ，躊躇
せず族外の人物の仲裁に委ねた45），また最終的に
は荘長の仲裁を乞うたことも沙井村と同様であ
る46）．
　以上みて来たように，当時の華北村落の同族組
織に紛争を内部的に処理しようという傾向がなか
ったとはいえない．しかし，仲裁老の公平さを強
く要求した結果，分家争いのような紛議はむしろ
同姓の仲裁者を排除することも多かった．また，
同族に適当な有能な人物が見当らないときは迷わ
ず他姓の裁きに委ねた．
　以上仲裁老に誰がなるかという問題をみて来
た．そしてそこには小事は近隣の人望家が仲裁
し，大事及び近隣で解決できなかった小事は村長
が仲裁するという一応の傾向がある．紛争が同族
内のものであっても必しも常に族内で解決しなか
った．たとえ族内解決を計っても解決しなければ
村長が仲裁者となり仲裁した．
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　では仲裁は一人で行うものであったか．勿論，
一人のこともあった．しかし，一般的にはむしろ
二，三人で行うことが多いの．特に紛争が重大な
事項に関するときは，複数で仲裁した48）．幾人か
の仲裁者が相談して裁定した．その何人かの間に
主宰者がいたわけでもない49）．村長が仲裁するよ
うな場合，彼が事実上中心的役割を果たすことが
多かったであろう．しかし，あくまで事実上の中
心であって，法的な代表者ではなかった．このこ
とは村長の仲裁が私的側面も持つことと関連する
のであろう．
　仲裁を開始する発端が何であったかも決まって
はいない。当事者からの訴を待って仲裁し始める
こともあれぽ，仲裁者自ら乗り出すこともある6°）．
争いの性格が緊急でなけれぽ訴を待つことが多か
ったであろう．激しい喧嘩のように緊急なものは
人望家や村長が自ら出ていくことが多かったであ
ろう51）．親戚関係にあったり，友人の様に，当事
者が自分と何らかの関連のある人物であるときは
自ら乗り出すこともあった52）．いずれにせよ仲裁
の端緒に明確な限定はない．
　仲裁の場所も明確に決まっていない．適宜に決
めたものと思う．仲裁者のところへ呼び出すこと
もある．村長が仲裁するときには村公所で行った
りした．仲裁者が自ら当事者の家に出向くことも
ある53）．仲裁の場所がどこであったかということ
はその発端が訴によるか，自ら乗り出すかという
こととも関係したであろう．訴により開始された
仲裁は仲裁者の所でなすことが多かったであろう
し，仲裁者が自ら乗り出すときは当事者の家へ出
向くことが多かったであろう．
　このようにして仲裁者が決まり，仲裁の場所が
決まる．仲裁者はではどのような手順で仲裁をす
すめていったか．これにも確たる規則があったわ
けではない．争いの原因を確めて事実を認定し，
次いでいつれが正しいかを判断して裁定した．事
実認定のために当事者の近隣へ赴いて調査するこ
ともある54）．境界争いの場合などは，立会人を求
めて当事者に測量させたりした55）．当然，当事者
双方を呼び出して面会し取調べもした．このよう
にして事実を認定してから仲裁者が複数であれぽ
商議し，妥当な裁定を提示した56）．
　ではそのような裁定をなす際の判断の基準はい
かなるものであったか．なんらかの拠り処があっ
たか．特に成文の規則のようなものはあったか．
華北の村落には村規を持つ村もある．かって冷水
溝荘には57）r楡窃荘稼』と呼ぽれる村規があり，各
所に掲示されていた．しかし，その規定は「多者
罰銭・少老還東西」58）といった極く簡単なもので
細かな規定ではなかったと思われる．現在は『楡
窃荘稼』もなくなり，保甲規約を村規としている．
しかし，これにも仲裁の基準とするべきものはな
いらしい．他に郷約のようなものもない．紛議を
裁いた先例や慣習もない．現在仲裁は随時応変に
なされている．紛議に臨んで情理に拠って解決し
たものとみえる．沙井村には59）村規はない．仲裁
者が酌量して裁定していたのであろう．寺北柴村
は6①）村民全員で制定し公示する村規を持ってい
る．しかし，そこに規定されている事項は村内の
公徳に関するものである．仲裁で裁定の基準とす
るような規定に乏しい．ただこの村に近年作られ
た調停制度下の裁定は先例を尊ぶとして先例尊重
の姿勢を示している．
　このように当時の華北村落では，村規を持つ村
もあるが，そこには裁定の基準とする規定に乏し
い．そこで先例があれぽ勿論それをそれなりに尊
重したであろうが，先例すら明確でないこともあ
り，結局具体的事件に於て随時自由に裁量して解
決することが多かったと思われる．
　しかし，自由な裁量により解決したからといっ
て恣意的であったとは決していえない．有力者や
指導的人物であるが故に犯罪を犯しても処断され
ないということはない61）．一般村民がこのような
人物と争って不利に仲裁されたこともない．外村
人と本村人との争いを本村人が仲裁しても，本村
人に加担した裁定はしなかった62）．輩行の高いも
のと低いものが争っても理のある側，即ち正義の
存する側が勝ちを占めた63）．身分的原理が正義の
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存否を曲げることはない．このように自由裁量に
基づく仲裁ではあっても公平さは十分に保たれて
いた．
　ではそのように公平に決定された裁定の具体的
な内容はどのようなものであったか．勿論具体的
紛議により極めて多様だったであろう．一方へ謝
罪を命ずることもある．罰金を課したりもする．
窃盗犯人には臓物を返還させたり，金銭賠償をさ
せた64）．しかし多様な裁定を行っているが仲裁と
して過酷な刑を課するようなことはないのが一般
的であった．村長には懲罰科刑の権限はない65）と
村民は考えていたし，族長が仲裁する場合も族員
を処罰することはできなかった66）．ある種の犯罪
を送官したのは，科刑権を国家が独占し，私人に
懲罰権がなかったことと関連する．またこのよう
に仲裁に懲罰，科刑が伴なうことが稀であったの
は裏から言えぽ懲罰，科刑を必要とするような重
大な犯罪は送官した結果，村落の仲裁に委ねられ
ることがなかったことと関連している．
　提示された裁定は現実に実行されなくてはなら
ない．この執行を行ったのは仲裁に当ったものの
うちの一人である．仲裁者が一人の時は執行も彼
が為す．もっとも手足として人を使役することは
ある．物を返還させるのに当事者同志の接触を避
けるため人を派してなさしめたりした67）．では被
執行者は誰であったか．当事者本人は当然該当す
るとして，その他に何らかの連帯責任を負うもの
がいたであろうか．通常連帯者の要否は仲裁の裁
定を決定する際に同時に決めた68）．本人が未成年
のときは家長が責任を負い，老人のときは全家が
責任を負った．こうして執行の確実性を担保した
のであろう．
　第二節　仲裁と打官司の関係
　村落内で発生した微細な紛争は前節でみたよう
な仲裁を通して解決されるのが通常であった．そ
の裁定は公平であり，かつ費用も殆んど必要とし
なかったので村民は蹟躇することなく紛争を仲裁
に委ねた69）．そして村民はそこで提示される裁定
に不平なく服するのが通例であった70）．仲裁者の
面子のために紛争はおさまったのである7D．金が
非常にかかる打官司（官へ提訴すること．）するこ
とは一般的に貧困であった農民にとって経済的に
困難であっただけではなく，打官司をすると当事
者の関係が極めて悪くなる．それは村民の好まぬ
ところであった．また，「好打官司．不如悪宴席」72）
とか「窮死不作賊．屈死不告状」78）の言葉に示さ
れているように，村民は提訴して官と関わりあう
ことを嫌う．農民は仲裁に從って打官司を極力避
けようとしたのである．仲裁者も争いをなるべく
大きくしないようセこと考え県に訴えるような事態
にならないようにした？4）．もし一方がどうしても
服さなければ他方に譲らせて打官司にならぬよう
にした75）．しかし，それでも現実には仲裁に服さ
ず県に提訴するものもいた．そもそも仲裁に委ね
ることなく始めから打官司するものさえ皆無とは
いえなかった．
　官と関わりあうことをきらう村民の一般的感情
にそむいて直接打官司した人間，あるいは仲裁に
服さず打官司した人間に対し村民や仲裁者はどの
ような態度を示したであろうか．沙井村では76）仲
裁に委ねることなく直接打官司した村民を村長が
なぜ相談に来ぬかと叱責することもある．それ故
村民には村長に知られて叱責され仲裁されるのを
恐れ，秘密裡に打官司するものもいた．しかし，
一般村民が秘密裡に打官司した人を悪く言った
り77），何らかの制裁を加えるようなことはない．
また裁定を不服として打官司したものに対し，時
に公平な裁定に從わぬと仲裁老が悪く言うことは
あるが78），処罰したことはない．せいぜい叱る程
度である．どうしても仲裁に從わないのは結局の
ところ仕方ないと考えていた79）．たとえ村長であ
っても仲裁に從わぬものを叱るのが限度であっ
て，村人を強制する権限はなかった．結局当事者
の打官司を放任したといえる．村人も仲裁に不服
で打官司する人間を除け者にすることはなかっ
た8°）．候家営でも仲裁に從わない者に対し仲裁者
が「もし訴訟になったら反対する．」81）と言って
心理的圧迫を加えることはあったがそれ以上の制
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裁を加えることはない．仲裁を通さずに提訴する
ものも，仲裁に服さずに提訴するものも結局は放
任した．呉店村では82）仲裁に委ねずに県に訴える
となぜ黙って訴えたのかと村民に叱られる．しか
し，村民は秘密に訴えてしまった以上，仕方ない
とも考えていた．また仲裁に服さずに提訴した人
間は決って村民から悪くいわれるが，村落生活か
ら除け者にされ，交際を絶たれたりすることはな
い．冷水溝荘では83）仲裁に服從しない人間に仲裁
人が制裁を加えることはない．県への提訴はみと
められていた。しかし，村民は彼を悪くいい以後
除け者にして交際しない．仲裁を経ず直接打官司
することも認められてはいたが，村民の反廃を恐
れて秘密裡に提訴することが多かった．
　以上みて来たように，沙井村，候家営，呉店村
では提訴した人間を村長が叱ったり，村民が悪く
言ったりする．しかし，彼に対する制裁は叱る程
度であり，それ以上の処罰を加えるようなことは
ない．村人も彼を除け者にして交際を絶つような
ことはしない．村民感情としては，なるべく村落
内で紛争を解決しようとする．それ故仲裁を尊重
しない者を心良く思わない．しかし，彼に対する
反感の程度は低く，結局は仕方ないと考えたよう
である．これに対し冷水溝荘は情況を若干異にす
る．特にそれは提訴者に対する村人の反応に表わ
れる．ここでは村民は提訴者を除け老にし交際し
ない．村人の反援が最も強烈に表われている．そ
れだけこの村では村落内で解決するべきだという
考え方がつよかったのであろう．このように微細
な紛争は村落内で解決するべきだという考え方に
村により強弱があるけれども，仲裁を尊重しない
者がいても結局は放任したようである．仲裁に委
ねるか，打官司するかは本人の意思により決めら
れるべきものであって村長であっても強くはそれ
に干渉できなかったのである．
　では官は村落の仲裁にどのような態度を示した
であろうか．村落内で仲裁が行われても官がそれ
を知ることはない．全く関知しなかった．事実上
仲裁で解決されていてもそこに官が介入する事は
ない84）．このように細事を村落内で落着させるこ
とは官にとって好都合であったであろう．しかし
決して官が裁判権の一部を村落に移譲したのでは
ない．村落の仲裁を経ずに提訴して来ても官は受
理したのであって越訴とは考えなかった85）．いか
なる細事といえども全面的に村落に国家の裁判権
を委ねることはなかった．紛争の内容によって扱
いを異にするようなことはなく，ありとあらゆる
事項に国家の裁判権は及んでいた．もっとも，息
訟会86）や調停委員制度87），調解制度88）を官の命令
で村落に作らせ紛争の解決に当らせようとしたこ
とはある．そういう意味では官が村落内の紛争に
常に全く無関心であったわけではない．しかし，
これらの制度が十全に機能した形跡はない89）．頻
繁に行われた村落の仲裁は官の関知しないところ
でなされる事実の世界の出来事であったといえよ
う．
結 語
　村落内で発生する殺人のような大きな犯罪から
夫婦喧嘩のような小さなもめごとにまで到る各種
の紛争，犯罪に対する華北村落の対応・処理には
三つの類型があった．第一の類型は殺人，放火及
び一部の傷害，強姦のような極めて悪性のつよい
犯罪に対する対応である。この種の犯罪を村落内
で落着させることはない，必ず官に送ってその処
断に委ね，官が科刑した．官にとって最も利害関
心のつよい紛争，犯罪に対する処理類型といえ
る．第二は看青にその典型をみる．作物の盗人を
村公所で村長が中心になって制裁するような，村
長が中心となり制裁する処理類型である．この類
型に入る紛争，犯罪は第一の類型に含まれないよ
うな刑事的事件が多い．この類型の紛争，犯罪は
一応村落で制裁しようとするが，執行不能の事態
になれば送官して官の処断に委ねた．国家権力を
背景とする処理であったといえる．第三の類型に
は民事的紛争や第一・第二の類型から除かれるよ
うな軽微な刑事紛争が含まれる．仲裁と呼ぶのが
最もふさわしい類型である．仲裁人には小事は紛
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争当事者の近隣のものがなり，大事は村長がなる
ことが多い．同族間の紛争は族長が仲裁すること
もあるが分家争い等ではむしろ同姓の仲裁を避け
る傾向がある．場所等は便宜に從って決定し，裁
定は自由裁量で行うことが多い．また，この類型
の処理は仲裁が不成功であれぽ放任する．第二類
型のように国家権力に積極的に委ねることはな
い．一方国家の方は仲裁によらず提訴しても受理
し越訴とすることはない．
　村落内の紛争，犯罪の処理という点からみた場
合，第二の類型は公的な性格を持つ．刑事的事件
の処理は，村落の秩序維持という公的利益に大き
く関係し，公的処理の発達を促す要素が多かった
のであろう．第三の類型は民事的紛争を主とする
ため，公的な処理を必しも要求されず，未だ私的
な処理であるという側面もつよい．村落の集団性
の強弱を紛争，犯罪の処理という観点からみれ
ば，それは刑事的な事件の処理によりつよく表わ
れているといえよう．
　村落の自治の存否を同様の観点からみれば第二
類型の処理も結局国家権力を背景に持つものであ
るし，第三の類型も当事者が村落の仲裁に委ね，
かつその裁定に從う限りに於いて自治的景観を呈
するに過ぎない．いつれの類型をみても国家の裁
判権は村落の中にまで貫徹されている．国家が裁
判権を村落に移譲したことは全くない．村落内で
は国家の関知しない範囲内で，国家の無関心の反
射として自立的解決を計っているに過ぎない，国
家の制度に組みこまれたような自治は全くない，
紛争，犯罪の処理について自治的にみえるもの
も，結局国家の関知しないところで起る事実の次
元の現象であったといえよう．
　本論文に於いて紛争，犯罪の処理という極く限
られた側面からではあったが，村落の集団性の強
弱，自治の存否という問題についてある程度の手
がかりが得られたと思う．一層多くの側面からこ
の問題に接近し，綜合的把握をなすことが将来に
残された課題であろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　（1981年11月）
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